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西庄中口邸か批也と--ワも行

ヤ知布西、圧序恥坪を中心ー、西庄遠麻がいろ灯いている。渓和夕／年1・オ作訊査を＇ ―

行い降和夕2年度りヽい村約な忍餡月査が始めしれに訊査パ結果．詞査を拉当してい

砕禾山県教育委員会で！i現政眉て11-中世(J)衷店知埓悦罫れUい勺立こ(l)且貸

t性袷つけている．庄目さ才＼る苔者易灸 l1極めて多いがヤの中て＇本和て••I~ 、二つの，tl― 

l (i'J、所いー瑞を正へてみT：いと思う。

醇直翫揖造

.::. (/)虫知如小し釦溝が東柑lを知I史＇）、北比肴か角i. ~I又ヤ(/)紫か東

一墳ド分岐してお＇） 以`史！l和引て＼iあるが、ーた、ー匹劃の東端が示されて＼‘み。

こ(J)南閂鱈知久が遠汁¢ぃろ滋口芦盈印えIヽ 紅釦い`即

し続いて行プをだているの忙て、移］北必L1)し、東凸必立一豆位と11藩寵'|03誓
蒻！か伶 L,iしLこととなるのてがる，9 1 Uわち東凸と向北の地辛l(J)表さか2.: Iと
裏じ吋応し 7チ＇） 、卦喘Iミ計洩的い四l力‘才たしがていることを示している。こ{J)雨
区9ll̀、ついて注且されみ(/)R東-29l:、北側を仕しみ溝がニヶ吋東かし／幻9しからIt'悧よ

てり炉＼北区劇をドり出させて溝を快めており、さし1這勾バ‘し3紛tiての閑を点

に南四劃を It']出させて清将をせ 11.め、唸しく穏況‘')浚＇） t敦けてじfしみう、、とを特

ホしている。-t才lfこt11̀、南区劃It.早ー 0檄能を果ifJけてなく、f(J)区劃門利が3つ

匹陵能とも..,fミ’}、 3地正1:、分けけれることが礼わハる(J)てある●そぅし口に南区

1ー南座叡旭を見ると東的、主座fよと0)生活立間をあぎ，少L／白を目屁瑶て囲み中

、白燐区や東池0)南邦分を広均なり 1乍笈場、湖旭fよととして杖用し、南じよせて

劇和附為施戟を羽し歪了る桟造をと｀ている，

ープ｀シし已即、火］しも印匹劃l豆：年挽tl1几＇い立構の枝雅てあ')、 l ?‘t之，

fー、［＼勺`の定符兄fょ と`しあってその読たと＇）は‘巧‘ し＼、も(J)(J)、周囲と劃しf.、溝．とキ

竹炉＇）直文 1l;,是物をいしい出1と、広目されら一叶知ヽ浮ぶo iす`、南債ll.、あZ

責1こが‘り‘ら 東の裔L')渡')0)詞］ 履l―、主考な斐物を一某り、ま閲紗燐I•ヽ ー（崎

生菜池と同校、目影扇とつく＇）、月穏場）司知巧尋を！iさんて` 対応させている c た1,、



t.“ふ1(J)逹物群の虹．1J史物の 3~4枚l1.却ll'lの街j...I]渡’)紅(J)閑口心＇）、グ lて

寸且 むしみこの勾羞L')濱1)いt̂ (JJばしていく主な '1已＄＇し1只”‘}}^ 

ミ〇て［口ないかと恕象されるのてある， と1れ且 こ(J)1し己号llt:(J)巳刹ー産
とな紅て（ば’\‘りとがりれる．その文屋枚氾ビ芍、東~の木合を渡し梨L fl k 

豆物tおさ、東ガと ~I ・広が＇）f乍1芍、傾地と言叉1すf.、ようてある。

以J:_O)ようド北巳糾を、文西ド走る犬溝じ、かかる楠なり漬りがし、まf建物0)~ 

9バ‘しするばし II、酬＇l(JI稿な')度')LL北彗屁分させん 1なわち東の四喜’1-
座約丸と釦巳喜＇」に二分されみことに互るのてある．愛〇豆劇 Itアに記Iたがこ

1疇釘：劃！・ド、｀白によせて東西約It7)し即由/0”しをlzかみ、石社］，を一手Pl凜

こし面店嘩をめく ししf甚壇かみ［，れる．甚壇J..(JJ建物0形飽lt和月てある勺＼、現

乞輝；ざれている誇建杓中て[1→1現投々 ＼犬きく` そ 0奴［こ含守翫•1‘ と久た：アか、「

(/l勺‘ししれない。↑； f•、社石な '] !1.見i..,れな I 、Jうてあリ尤む文林］~文が真少している

とこ恥らすれItI 1史て只互〈 2挽往の建勿n¥こ(J)甚墳上じ営まか＼ lかもさ岱
！:'lかf：玲含も ~r ／か1ヽカえらがる〇）てあり、おヤらく凸方と、この基壇Iにぎ梼雌lI― 

り知')1Eぷ場、•}'祁訊、、とと釘えてしょ＼ 1 0)て［文1よ＼ Iり1と方え‘つれみ？‘てあみ。こ

うした考1が許てがると乃IIス、東匹劃同ft.東釦玩、南北ZI/-りしの屋敦貫、となん、

て§み 1 。こ幻L四書lのる屋救(J)出入り l1 ， 点J区寿＼O)~稔かし北トコ?\(1)い この

万ヽ し6JI.、入いる手法も方兄けれ↑J.'l‘ tlがいが哭しく Iばl己劃気豆虹：f訪

消じ、マじ、特．頁の広＼ヽ 舌ljLiがあ 1). 、、(J)道が北Iミ行さつくとこみ「、北巳割のe戸
呵があることとf人9 いてあろう。こ{l)手法の虫べ）か玄t名苔い<l)てぁること

ll曲をi→ iてtないとしみてあみつつ屯し、こう Lf、犬立qヽ｀｀百］巳れに西 1~、高忍の

りしる ‘とt⑰ l~. 瞑劃心恥｝も、その西皿じ‘t敦けることが可籠と危
てあわ‘、)" 

以上て成訊麟丘虚郷企脅麿ぽ計函7'うンを見たが、 Uお、考たてお1J¥ 

t1なl,1;_'¥'ー面がある。fれ1し南(!..9,lをー屋敦とし「ー、こと^ の今一 7rJ>見ね成

の可能性て•ある。この南区ふlの痢北必帆、東も紛例という四劃（又北の区劇よ＇）す'l
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｛げて広いt(/)であるにもかかわし了遺社がyfよく貧討てあ＇） ＼勺‘丸北料⑰溝l̀、二つ

ハ賽J.')渡＇）が敦 11けれている事衷砂了れば、ヤ(J)..:..橋の中間l‘、現t南北［＼言文＼す

臼すの屋敷地を 東 ・ ~I：方える こ とが 可能と な＇）、東`(J)屋敦地＼1 東北＼｀、よせて 1主后

と かまえて白•印＇、イF茉場ャ畑鬼 広功 を、i T¢3 (l)庄敷、池tt東＼句 I ~1主い とよ せ，-.

，少t..｛頂渇:{J)呈叩 霞1ていると見るものである。この見斜＼む〈当4助っよいものて
あるが、二泣喬なり渡＇）を方謬J:.. I：非営 l`朗稚1t利用形隧が祝Iする訊て成玲可

亭！［きわめてつよいと言たる っtr、．一つの悟江帆という区魯1粛て同団とと＇）囲よ
ているf.、げじ呆して1虫立lt2'象疾と見俄 しうるか舌1J¥.主従0)閑保l・、ある2

沃1.l、(J) か、 親と 3 、 主屋 と 分家と＼ ‘っf•関i系＼、あるのか、＼‘了れ にせよ 閑徐 ＼ 合う一

を4つt(})であみうこと＼t+，勺、予測される とこ みてある。

北巳青切 2つの屋教池についてt日l様t;ことが言たるかt，しオ灯L¥ I。そ(})~合．

疇lとl1旦lミ西の座沿が主とな'|東n¥$’lとfJ,.'るこ と且盆とまつまてしfl.＇いが、東の
⑰之物訛豆(I典吠あみ在')ガを示しており、か['l桟立性のフよい、し・（み主・畠＇

とし¥..,f濱派関係記戸ぼくてtよい0Jて(t↑L'いか、主言すAlI、1加J..91) 1̂、独立し

叫’＼虹をt-'「象旅の座知也てあることの可能性もつよく、出入口も叩知如滋

な＇）渡 ＇）1:けてfよく、北区flの西屋東諷ド想戻さかみ韮な')?、し(/)出入＇）、あるい 11

1び互渇幻偉1：祐をかけるか(J)¥'1れか てあ.,fてみうと想われる。

臨式の成四関のオ初疇」＇］は、戒月を閲み 1る「、従＼ヽ 度似 T-、もののよってあ
る．犬肴疇釘裔fJ:l）渡＇）がし文北じゆがんで北/¥(}Jいる二朱の清が出朱らが、ヽ 、(7)

船溝疇（t直てあ ！） 、 北正事」の東・西{l)J至救迎幼墳（り明碍！；逍— l 勺｀も剃曲をt..,

↑、ーが裂釘．東屋救の守 1̀、..:(J)直と年行 lfぶとも浸枷＼貶主 ＼fー、リ，考千勅I

湿るかや1t'I訊町虹1みと穏恥れ履物が前代叫:知{lJあっf｀如紅莉L< 
つくけれているパある。穏しく公入、口 1\: (J)以冷も知l[-、キ竹丁ら今— Kウ滋ヵ＼｝

じみしれらが噂溝と立の測毒加災広印‘あ')｀午の提畔印詞分じ、出入0を言；；

げていfー、と印わA るのてある。い了れ「、て よ 北区名lの東ゑ敦i也か変化 I~ 且よく ら！ い

{ ]', 1＼あしり＼` 丸と作かい‘)拘と！、西閻lミ肛‘(J)神Iかと社成1ら丘')紅．笥f
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、し賢陪されていらといえ Iう．

辛立洲〇戻犯じ、つ＼‘て！ミ、九、お毛われ＼1`tiしな＼‘請知頃かいで＼切互初の

知霞t'l揖竺、一叩定茎＼t心OJlうl‘、iみとれるようド私1:l 譲•われる。

邁しあげ達わいこ．,X/0仇心釘中＼ー、各グ↑：北已劇凸座享氾也こそし1、そう!1~ 

紅 0中枝を立'1じのと＼て息づいているiぅてある。そ0没岨'¥0皇敦0ら3t 
i f：む汎了くれ1̀｛の 7ク；。一つの紀邸叩繹知り雰．棧峰＇）れ
直 lllさ1ざ澤現してくいるのてある。親査か銃＼ヽ且と技ktfl1．このよう「
せを見手に応＇かせてくれ似てある。

阿豆l王呪恥発見

白丘立誌m鳴査い戒妥t` 厖オ呟2年4月／い説哨会＼冴↑ttてキ幻認心喝

＼文似1-W究会か刊行さい：『む庄氾四逹跡（仮41、)発拙詞査現氾託胡令膏料』の

炎ー(1をうけて以J:._0)よう I・,I分析して中世失糾し息0-狩とす1のうると芳、ik0)て

るか、そ"̀ {J)中に呪符の発見のあ.,f•、ことが詑されて＼＇「一ヽ・負 1`‘ ．しつ 7 、か
lさ［こり‘iげて晃会を｝‘こにていたとこみ、オ吋皮山県煎肴委涵全泣）松田正賂氏

り噌考て..r口t3つ棟lこ立ヘトアのウ、端がくつついているので序てV(If［いと足＼ヽ

ま1がと「 1‘ く呪符f:と;!.¥ ¥士す。とん立走味(J){のて□ 」ヽと逆1こ御哀紅碕る
こと l汎＇へf-、p「子(J)手(})もO)且我棟頻”るのて物を見fょい口肛い Itr{いl

と、互戸一炉茫［遠筑1(})室町泊代初真l{l)井fか □硲見されT:叱符Il10)下＼渇をと＼‘
ぅtf•、よめない、t' l J, Iいてよか叶必とiめる Iうfi＆書があ＇）阜囀と告¥¥

てあるし今年の 2月qu （7）中り荊吼lこも、豆茶歴史』0)今年り4月号「、｛一寸

芍いて韮いfこがし、そかを見てはし＼1」と答江。松田名が見"(J)届しが、る．71...--,

奇文化叩叩L所1―ヽ皇）膏科がもしこまれい只｀と 7fこ弓真とみ名{l)私田怜桐が

ら4月／78]頁吸lTこ。さ1が仕赤うに弓真である。最莉、私日正垢氏ガ、訂恥餃！「ー、
，1 |又下年1内穏1J‘並ぶ0)かど灼詞へI1-l`めて＼＇たが、陸拘彬¥{l)年真の桔来、＇

け月碕て＇，

曰王必ず叫咬＜品芯令 蕪
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とかかれていみことが手l―、とるよう1へ鮮や1J¥ 1̀iも厄fミ．iさかと嘉ていf-、知

虹秘]や(7)身見てある◇和釈 ll.大きかっt．ここ 3 年口‘/)旦遠め 7 いる大~I

ヅこ］か犀t1~直猥詞と＼‘うとこみて‘亙↑：。

この入弁＇」士．炉1和i．キ頂て唸は2Mrt、表さ妥．？：：JJ{.T恥し／7，夕勿tひ？斤つ`ら沢第じ

わ・国］と剤り凡社閲をせ[1ダ、底を出ひキしド、f(J)唸区()“,tt lげるt(J',てクる．万

戌坦託訊会奇杜』し｀、iれ＼已詞1,i(})白屋敦氾の基嗅択？主涅のもt褐、面舌毒

吋、ある牙f01□(J発見てy、').「往乳21>l刈紅引甚危に亨、97・文．や、しら そ
⑦上！．、石召，＇・.を 9行‘̂ ：，．！ •し 7 - f主にオ］） 1グ！乞ttll、,: (J',升戸力`しに．吃』出、遠ゞ 、`エ＇」．”、含i
了↑柄（．^ ）．叫叩［とか出土＼ 7 ¥＇るJと疇 l喜こ、了がている。詳訊’虹；l灯柘

和い、か 11残食てかるがそれ！い闘麟報告を 1つとして、：の＂凡府の 1つせ炉
／）内吝を簡翌，！、？へ了庄くことに lrぅ．

ます 中史(/)M和刊生の勺てあるが、これIr_点斗ゃ今日tl〔知i'われて｝まい、豆

旦立の紀叉4吋該1ー、も出てこ↑［い月てある， lかし、中古より竺世じかけ了ば、丁

て l`\ —了シナ軒町遠罫 I 広街壻翡山名） 7 ．し発見されている」うに咆窃↑ょ吋索~ -l t, ;•合

行1「：叩ね lつてあ..,f:。阿べ刑望．け文吋差と丸＼ヽ ＼‘、天寸注とtも＜勺＼閑杞、ぎ

じある主てあ＇）．魯刑圭と」 やゞ千＼1八嗜l見れる生てある 盛日ま）ー、政さかる『地原．

心、国）茅'-紋 l̂ヽ.T: 1 i泰て恐＼ ＼＼サり利(J).尺叉の廿り祝tl「こ天糾王l¥'、面尺l゚、そ4rみ．j＇,・
反息と蹄iL、1-:-}-1了烹、い裂一一つりヽ んて札 l・・11(-'1:!'.:.. 1玲ー：：：tiて史危項浮へ政l
たの合 ＇`、とrし？，；い瑳って、さ1・-'Jtけ 店の二手 l＼乾Iミ｝りを噛み／食んる危？」・身をとっ

7~ 「 貪‘L うと l て 口）jふシ（！と現わ＼ 7 \）る ． 襄忍をあ T、 り・｛， 已斎れ 1 乍言~、 」式 l ―、と

しえ、以令ヽつく 1.tプの言杞＇よ｝賓か見 1に埒勺‘れ 子2詞ド「？` み （i(J，支））：
砂産と立っ〈（も付｝ろ！iI (生） ｝ l 1 J、キ玖叉王おi•ひf祠類団しいドt 1 
l A m食忍tとりてJ(第） 1̀，：してこオ＼を食と 1.lとか？‘がて＼＇み，中ゼの人々 1）:
炉し邑．lヽ付いれ1r—｀勺‘！しこ(})!? }也訳訊』 0 絵詞 I~、す！澤しれ、その信仰叫頂．

戸 I;_Iダ1筑々叩び廷餌、つけて食し．戎．色）― 癸ヽJ¥l1 It謹在マ、あろこと、 そi],←̀r 

l ●、こt. こ｝豆’J主しへ ＇ゞ仁i＇とt..,て攻忽t ! ’I f l↑ょうと！、T:Ì．で、かあ＇）あ＇）し よれ
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とれるのてある。ただ『三国相1広陰ゆ沿直五内依金烏玉兒箕』U‘とで11.、天il

1じ斗顔．天王和ヵものであ＇）、キ頭天王が疫危と殺灯ると叫．患島の王者とされ

”i，天王が尺刑主と重な‘) 天刑士(J)1性格iてい1特＼てといういと＇）こんて・
”紅．氏豆信仰が没立lて＼＼くことt永して¥、る(J)である．

天千’|星(J)性格がどう＼にも戸ある灯、））い瑾祁正かい明瑾てあみう。こっ L

：夭刊生の信仰のf氾り1―、4島径て・（しあるが．天9A言f、翁lI『塩況』のを五て．，、 『大刑

産栂配が見』か名古屋欠雅直釉守じ成さ才＼ヽ 7(J)一本!t亀庄悦0)文犬JL斗（／み{o)

””紅＇）。応7l( 3斗(JJ?6) /2.且 7a尼叫烏犬相庄東方経尤悦l‘ヽ て名各＼
fこ了以臭名1こ言もlていること、こ{J)[?天形生杖釦羨虫』が3危かし h’')fこ、ていら

こと｀九枚年閉じ見fこことを託しととのTじるし．冴llーベ空三猷訊とつtiる14
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